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IVR 日本支部運営委員会議事録  

日時：2022 年 12 月 24 日（土）10 時 00 分～11 時 40 分 

場所：Zoom 

出席：足立英彦（支部長）、川瀬貴之（会計）、土井崇弘、服部寛、早川のぞみ、福原明雄（会

計）、米村幸太郎、戒能通弘（事務局長） 

欠席：池田弘乃、横濱竜也 

出席（オブザーバー）：宇佐美誠（前支部長） 

欠席（オブザーバー）：瀧川裕英（IVR 理事） 

 

報告・審議事項 

1. 前回議事録の承認 

承認された。 

 

2. 第 2 回 IVR Japan 国際会議（IVRJ2023）について 

   以下の点が決定、報告された。                               

 役割分担（下線は主担当） 

a. 統括：足立 

b. 広報（EasyChair, Web の管理、Visa 関係書類、問い合わせ対応等）：戒能、服部 

c. 会計：福原、（横濱） 

d.   会場（設営（プロジェクタ、マイク、Wi-Fi 等）、飲食、名札、看板、当日配布物 

準備、受付等）：川瀬、池田、土井、早川 

e. オンライン会議準備：横濱、米村 

f. 招聘（宿泊手配含む）：宇佐美 

 PC, Wi-Fi 等 

Wi-Fi は無料で利用可。PC は川瀬委員に調達いただいている。 

 会場 

  a. plenary lectures: 大ホール（320）or レセプションホール（100） 

    参加者数（50 名以上／以下）を見て、どちらを使うかを決定する。 

b. general sessions, panels: 会議室 2, 3, 4（40）, 中会議室（20） 

   参加者数を見てセッション用に 4 室か、セッション用に 3 室と控え室用に 1 室か

を決定する。 

 昼食・ディナー 

  けやき会館を第一候補とし次候補として生協のフードコートを（仮予約済）検討。 

 ベル氏の宿泊 

送迎の観点から宇佐美前支部長に幕張周辺などを検討いただくことになった。 
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 会費 

a. regular fee: 25,000 円（前回 15,000 円） 

b. LDCs fee: 20,000 円（10,000 円） 

c. student fee: 5,000 円（5,000 円） 

d. 同伴 

i. 成年：25,000 円（15,000 円） 

ii. 未成年：20,000 円（カテゴリー設けず） 

e. IVRJ 割引：1,500 円 

以上の原案を基礎にしつつ、川瀬委員に飲食費用の概算を出していただき、ちば国際コ

ンベンションビューローの助成金申請の状況を確認後、2 月～3 月に Web にて告知す

る。IVRJ の会員については次年度の会費を免除する案を軸に検討する。 

 投稿 abstract 文字数（確定） 

個人：400 単語以内 

パネル：2,000 単語以内 

 出版文字数：4,000-6,000 単語（確定） 

 アルバイト 

受付（reception, 当日）、各会場 4＋2、オンライン担当 4 人ほど。年度が変わった段階

で、千葉大学、東京大学を軸に集めていただき、必要ならば近隣の大学にお願いする。

オンラインの担当も英語力が必要。 

 傍聴のみの参加者 

登録者数を見て、可否、可の場合の会費を決定する。 

 広報 

CFP の開始後、IVR の Web, 近隣の IVR 支部、地域の研究会、関連学会などに手分け

して周知する。 

 

3. 新入会員／退会者の承認 

   川瀬委員より 4 名入会の報告があった。 

 

4. その他 

 次々回（2025 年）の IVR Japan 国際会議について 

開催形態を決定後、plenary lecturer を決める（2023 年 11 月、24 年 1 月を予定）。 

 予算削減のワーキンググループからの提案について 

土井委員から 2024 年 5 月からの学会報のオンライン化の可能性について報告があり、

IVR 日本支部としては特段の異論がないことが確認された。 

 足立支部長より、運営委員も IVRJ2023 で報告してほしいとの呼びかけがあった。 
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以上 

 

次回運営委員会：日程調整のうえ、オンラインで開催。4 月末以降の、遅くとも 6 月中に

臨時の委員会を開催する予定。 

 

 

 


